













































観測を、 1998年から 2000年まで計 3回、
毎年季節をかえて実施した。合計 17地点に
おける流速計係留観測による「オイラー的」
観測と計 20基のアルゴス表層ブイや計 18
基のPALAC E中層フロートを展開する
ことによる「ラグランジェ的」観測とを平
行させて実施した。この観測での最大の成
果は、これまで流氷の南への運び、役として
「まぼろしの海流」とされ、その実態が全
く不明であった東樺太海流の存在を初めて
確認したことである。ドリフター観測（図
1)から、東樺太海流はほぼ定常な南下流
として存在しており、樺太南端から北海道
沖まで南下する成分とテルペニア湾あたり
で東向する成分の二成分系から成っている
ことなどが分かつた（図2）。さらに、流速
計係留観測から、東樺太海流は深さ lOOOm
にも及ぶ大海流（年平均流量： 6.7Sv）であ
ること、また他には例を見ないような、冬
最大（12Sv）・夏最小（lSv）の極めて季節
変動の大きな海流であることなどが明らか
になった（図3、図4）。
全体的な循環としては、中央部から北部



